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はじめに
在外 I―1 本古美術修復協力事業は 、 当初、絵画を 中心に行 っ ていたが、平成 9 年度より日本独
自の工芸品や武岱武具なども修復事業の対象とな っ た。 これに先立 っ て東;~国立文化財研究所
の担当者か、米国メ トロ ボ リ タン美術的武船武具部において Lj 11,~l . )) 剣な どの拙l杏を行い、 甲
肖を含む」．芸:1協 15 、1訊の修理候補を慕げ、文化庁 ・ 外務省 ·I 1 ;. 1 際交流~I~令 ・ 束成国立文化財研究
所の合同会議において了承 されたものである。
米田メトロボリタン美術·飴試悩武共部は、 三所物など飾令具約3,000、点、）） 剣約2,000枷、足
利炸氏所Jlj の鎧をはじめと する 瓜具約500 、1仄 ほかの 11 本文術 コ レ クシ ョンを イ i し、この 兜は損
1蒻の状態から修復する最低先作心んのひとっとして採択 された 。
野郎形兜
辿常、野郎形兜は刀や矢か ら叫部を守る鉄製鉢の ! ·. に熊 も し くは 、 ! .'.) の じ を漆で張り込み、
らに眉庇に眉形をつけた実戦川 兜の一独で、 熊t を ~;I仕 えた 、＇！！退'.i と ，馬じ を ~:11\ えた茶叫に大き＜勿
け ら れる 。 兜は、馬毛を植えた鉢の II ・而 に ）ri 庇 と ）r・・ イ i イj[IJ 1(旧こ吹返し を付け 、 糾色威の 府り を糾み
立てる。この兜は、江戸時代初期に流行したと考 えら れる変鉢の - ·例で、後 I 1: の修似によ って
現在の状況を作り上げたも のであ っ た 。
1' 現状
野郎形兜 ― ·頑 メ ト ロボ リ タン必術肴f•; (36. 25. 83) 
1. 0 X 34. 0 X 18, 0 
鉄、 i'j'i 、 ，馬 t阪り、 漆喰り、糾糸威
兜中央にある鉢は、鉄の紺椒を奇せて辺り、ふ(1i には後叫部か ら 一•列 に 、)[;べ た ，馬壬を漆で貼
り辿ね、前頭部に取り付け た）i'i 庇の下に纏めてい る 。 後叫部に一部、！！、) -cの抜け洛ちた箇州が認
められる。鉢の内部は、 四張 りのイbが欠久して、鉛びた鉄の地令が高出 している 。 兜の止 1(1 j に
部を前方に張り出したほほ長方形の）Fl 庇を付け、 中火に蔽立令具 と ） I~ 右に漆を盛り」． けて）i' 
形を造 っ ている 。 さらに眉庇の表面は鈷びた鉄板を模した鉄鈷唸 り を施す。 現在、 f1 1] か っ て右
側の眉形が欠失し、鉄地の表而に錆が浮き出ている 。 鉢の方右には、 i」 ·.) j 時代には珍しい大形
の吹返しが付く 。 しかし、特 との接合部から表面の金具の下に小形の吹返しが兄 られるので、
別の金具を重ねて止めている可能性が高い。梅は、鉢付の板から li.の板 まで一枚造りの鉄板の
=I噌面に波形を漆で盛り上げ、金箔を貼り、紺糸で威している 。 特表而の波形は、かなりの部分
で欠失および亀裂が入 っ た危険な状態であることが認められる 。 晦内部の漆塗 りもまた、欠落





修理方針については、 メ ト ロボ リ タン美術館および束瓜 l+I 、J: 文化財研究所の修似杞 , 17 名 とと
もに検討を行った。従来、 甲店＇ の修理の 内、鉄、革、糸廿などの複合的な材料 を 布する 兜および
鎧については、漆塗膜の途り 直 し、威糸の付け秤えなど保存のために新しい材料との交換が行
われてきた。 しかし、今 1111 の修似では、 いかに現状を留めることが出 きるかと い う 災叩が ‘り該
館から出されたため、従米の修似）j法をい っ たん !'-, 紙に戻して検討を辿めた 。 その際、‘片該館
から幾つかの要望が提出 された 。
(1) 従米の修似 ）j法では本作心んの歴史的価イ直の多くが失われるため、 ）瓜則 として況状を維持
する修似と
(2) 修理に使川する材料および技払は 、 できうる 限り製作堺初の索材 と 力法を使川方、o) 0 
(3) 胆庇の欠失した）,~, 形と梅の欠落部分を漆刻苧で似）じし、 ！舶こは金笥を張 っ て古色 を付け
オ リ ジナル部分 との追tll感 をなくし、作］んの I災ホ効呆を似帰す 、o) 0 
(4) 鈷びた鉄地は、すべての鈷 を取り除き、牛漆を塗っ て防錯処迎を行い、冷膜の似冗お よ
び依I])雅の押 さえを行う 。
(5) 鞠の威糸の取り秤えは、 蔽小限にとどめる 。
(6) 当該飴＇では、修似4-] ,; 業の4井別巌と修似に 1父jするシンボジウムの実施 を 計 · pl11 しているため
に、修狸工科の 'lj真撮彩ならびに報竹判•などの記録作成 を 1 jｷ う 。
こ れらの変望に対し、修埋者側から幾つかの提案がなされた。
(1) 修理は、 訓部まで1 j うために鉢、梅をい っ たん解体 し、修1以後‘り初の状態に似リ'ii:· する 解
体修.f「I!. とした し． 。
(2) 1尿存川の 兜立てを 11 本側で製什する 。 （‘片 該飴ではガラス製の兜立てを使川し て い る 。
今 1111 、兜 1村 部 を詳訓に採 ヽ「 し、形状の型取り を 1 j い桧製の兜立てを新閻する 。 ）
(3) 1尿イ千用の桐箱を新調
(4) '.Lj真1蔽彩は 、 どの工程について 必災力 。
'---れらの I い し 出 でについて、メ トロ ポ リ タン側 として保存箱について 中性紙製の保イf箱が当
該館で揃えているので必災ないとの 1111 答があ っ た 。 （しかし、 この提案は後述する 中間祝探の
際に武悩武具部 艮StuartW. Pyh rr氏 の 追加災求か ら 平成11年度にあらためて作成した。 ）










〇兜内部の 1幼錆処理と 塗 り 替 え
以_I ·. のように 、 今 '"' の修役事業は祝状紺持 を原則 と した前例のない修理工程を要求され、技
術的にも 困難な状況が予iHll された 。
3 , 1修復過程
(1) 吹返し令具の取り外し と 兜の解1本
吹返 しを詳釧に観探すると 、令具の衣血 に小 さな釘叫が幾つか兄 える 。 その釦頻 を ニッパ一
を使っ て 切 り取 る と 、 金具が外れた 。 外 してみ ると 表血 に取り 付け ら れた令具は 、 手を守 る 手
甲に使われた鉄製の金具に漆筍をしたも のであ っ た 。 れ側の金具の 卜か ら はオ リ ジナルの小型
の吹返しがりけれた 。 しかし、 左の吹返 し は欠失 して ）し あ たらず 、 折 り返した ）+の部分のみが残
っ て い た 。 この状態か ら方の吹返 しの似｝じ と 手 甲 令具の 1呆平ぐ につ い て担 , ,け勺こ i::J い合わせた 。
担当 者か らは 、 イ iのオ リ ジナル を 九に左側 を似｝じ して欲 し い との 災叩 と 手 甲 令具の別紹似管の
指示があ っ た 。 初期段附での修埋）j針の追加が1 1 ・：じ た 。
ま た、詳訓な修似 を 行 うため に鉢 と 怖 を " ·. め る 紐 を 外 し て、 鉢 と 革i航 を 解体 し た 。 解体後 は、
梅の保イfの観 、1仄 か ら 、 痔川の枠に招めて 'ii i刷 り した状態で作菜にかか ることにし た。 また、鉢
も専川の兜立て に乗せ、 漆の乾媒など の作業を 行 うことと し た 。
(2) J i' iJ診と i梅の欠落部分の似元
ほ と んど の 兜の 内部 は鉄製であ る 。 欠落箇所があ i しば必ず表而 に )i,鉛が浮 き 出 て、 放凶する
と仏1 部 ま で含，］が進行する 。 ）肖｝比の ）i'i 形の欠落部 も その よ うな状態であ っ た 。 屹煤し た木賊を使
っ て い限に赤鈷 を落 とす。 表 血の桁色の な，りが粉にな っ て 落ちて行 く 。 こ の , ·.程 を手」 ，＇ く済ま し
てし まう と、 イ I,J I . 年かあとに l 11J じ状態で）i'i 形 が欠裕する 。 地味ではあ る が下 を 抜 くこ と ので
ない , ·.店である 。 欠蕗部分の鈷の粉 を l 咄に除 き 、牛漆を 喰 っ て乾條 さ せる 。 lJi.純 に 、息 え るこ
と だが伝統的 に生漆の I幼鈷処理は効朱が ， •,':j し 。
次 に ）i'i 形 と り悔の設形の1誌元を 行 う 。 索材は、 抹香 と オゞ粉 と 地粉な どの材料に漆を混ぜて作 っ
た特殊な刻開である 。 復元を行う に は漆の乾 < 11、'j:期 を 選ばなくてはな ら な い 。 もし、この工程
を冬場 に行へと 言 われて も 訛 1 人 と して行うこ と ができ な い 。 漆の乾煤 に必変な i晶度と 湿度が
充分供給できる栃雨か ら夏ま でしかで きな い工程である 。 1以元 は 、 6mm を 越 える ）厚み を 一度
に盛り」げ る 。 ）自形は、 左の眉 を元に輻、 高 さそ し て ） 1多状 を 一度 に 1以冗する 。 特に、鉛のつ い
た ）肖の流れ る形態を再現するには神経を使 う 。 波形 も ）r iJI多と 同様の要領で複元 した。 刻苧の乾
媒 は 約10 1111,月かか っ た 。
(3) Ji' i 形の鉄鈷塗 り
刻苧の乾燥後、 表面を研いでなだ ら かにし 、 下地を付けて JlTL を整え、さ ら に表面に乾漆粉を
蒔いて鉄錯塗 りを行い仕上げと し た 。 鉄錆塗 りは、刀の鞘や兜の仕上げに行われる変り 塗 りの
種。 黒 と朱の漆を合わせて作る潤漆をガラス板や金属板に塗 り、乾燥後、剥がして粉にした




辿莉；であれは'H.J鳴：代の威糸は取り杯えることが多い。 しかし、 今IJ I Iは当該創
＇
｛の娑望として
だけ祝状を残す）j針から 、 紛状化した部分とfl�」［が一 番大きな吹返し側の糸の補康と交
換を行った。 威糸は 、 提げた勒の令雀i用を洲；に受けているために長期間放;;りしていると繊絆が
解け 、 紛状化して化を失う。 今1111、 この部分の修似は必要蔽小限に押さえた。
(5) 鉄地の納と防鉛処理
眉形の復元の所で鈷落しおよび防鈷処理について筒単な説明を行った。 もし、 素材が鉄のみ
の修復であれば、 通常 、 木賊で鈷を落し、 生漆を墜って 、 火にかけて焼き付ける。 七輪に炭火
を起こし、 上部に金網を附き、 その上に生漆を塗った金物を附いて焼き付ける。 焼き付け'°' 、
金属表面の温度が200-240度に迄すると 、 漆から姪が立ちはじめる。 これを目安に火から下ろ




今1111 、 新たになった1吹返しは 、 オリジナルの表而に漆筍が兄られたために同様の方法で金筍
装を行った。 吹返しのム柏iに漆を冷り 、 そのI·から令笥を押した。 金箔を竹製の蕃で挟み 、 漆
を硲った如(riに釆せ、 泌紙を剥がし収る。 さらに 、 令笥のLから綿を押しつけて密着させ乾媒
せる。 また 、 鞠の欠裕部分にも漆を唸り 、 l1iJオ贔な手順で金笥を,;iぐり付けた。 金箔を張った
では、 修似箇所とオリシナル部分との色調があまりにもかけ開mれているので古色付けを行っ
た。 古色付けは、 ）/;·] !Ji:! と修仰簡所の色訓をなじませて）疲ぷ効呆を似加させる。
(7) 検）l知の欠落 部分の処Jlj!_







兜の糾＼ 『後、 柿il 1ヽj部の,K. 1(iiを炭研ぎして、 透漆をI·. 唸りした。 この- ,--. 塗りは 、 11沼：漆による鈷





) i'i庇'I I 央の祓令具が1111がり
該fif•;から追加災望として學げ
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以 I ·.の修卯過程につ い て、すべて写真1蔽彩を 1 i っ た 。 'lj具 は 、 4 X 5 サイズの人物 を含む作
業 I'.和 ' I]~ 真 と 35mm フィ ルムによる詳釧な心鉢与貞の十蔽彩であ る。 1'1: :業 I ·.利ぢ兵はすでに 当該
創,; に手渡 して い る 。
5' 中問視察
平成11 イ・I'- 3 J J 1 11 か ら 10 H 間 に設り、 ヽ ''1 該 ti府部 艮およびれ 1・ ヽ ''1 名 よ る " I I 廿 l祝荻が11・ わ れた 。 ,,,
間祝探のメンバーは次のとお りであ る 。
（メトロポリタ ン美術館武器部具部）
部長 Stuart W.Pyhrr 
M IJ部長 Donald J .La Rocca 
修似担 当副部長 Robert CarroJI 
II 本）ill示氏任者 小川 盛弘
中間視察は、館蔵作品の修復状況の訓；l杏はも んのことで、 その ほか に II 本の修似現場の
祝探、條理に対する思考についての祝察、 II 本の伝統的修J'l !. JJ法の 1 リ. _i.'、（検 など の II 的で1 J われ
た 。 牛、『 に 、小川氏 を除く 3 名の祝察団 は、初めての米 II で あ る た めに 11 本文化への典味が強
く 、修似だけに とどまらず 日 本での試悩試具 に限す る 必術節 . 1·tり物釘',;の 』,'i] 介 なら びに II 本）） 製
作視場の訓査など幅広い典味を見せてい た。 兜の修復の 』月杏では 、 修似 I".程の誂 I l)j や恨l辿査料
の糾荻な とに意欲的な質 l闊 を行うなど JUl 1. 『以」．の祝荻 と な っ た 。 さらに 、 II 木での試岱武具の
保祁；•力法に関連して、桐箱の 中 に保曾する イi 効‘刊： を J'I !. 解 し、 4訓箱製作の 1 り炭叱が飩 るなど 、 I 
本の保存絃方をアメ リ カで試行する其）JHが牛 ま れた 。
II 木文化（武器武具）に関しての親察は、東以 ・ 姫路 ． 瓜都 ・ 奈 艮 など 古都 を 中心に行わ l
た 。 1 200年をこえる古都の仏数建染や仏イ象など彼 らの持 ち得な い II 本文化を ア メ リ カに持ち 1J-i 1 :·
っ て い っ た 。
おわりに
今 I川 の修似は作品の現状維持を原則 に行 っ た 。 辿常 とは辿い 、 冷 り直しや威糸の取り 替 え な
どを誠小限にとどめ、できうる限り オリ ジナル部分 を残した。 さら に、卦公開であ っ た作業-­
程および技Wrの写真撮影を作成した。 これら 2 つの試みは、従米の修復事業の常識を越えた出
来事であ っ た 。 将来、これらの記録か正しく有効に活用されるようになれは幸いと考えてい
る 。
閉予且11~1多 リじ 99 
n the Restoration of a Yaro-gala Helmet 
in the Colection of The Metro pol itao Museum 
Masarni uzawa 
n the surface of the main part of the yaro-gata helmet made of iron, which i 
meant to protect the human head from swords and arrows, horse hair is attached to 
ｷive the effect of a human head. On the front of the helmet is a visor with a design 
fa pair of human brows raised in urushi; on the back are neck plates of five row 
To the left and right of the main part of the helmet are side-visor 
ondition of the helmet 
ome of the horse hair attached to the helmet had come off. One of the brow 
n the visor was missing, and patina had appeared on the iron. A different kind of 
metal covered the original side-visors. Part of the undulating portion of the neck 
The inner linin 
Policy of restoration 
Restoration procedur 
When the metal over th 
tring had deteriorated into a powdery stat 
n lost and the exposed iron had corroded. 
torage box were to be manufactured. 
f restoration 
rs was removed, a smal original one appearｭ
icle-visor was reconstructed with iron, based 
Id foi I and aged. The helmet was dismantled 
Rust 
and on the missing parts of the undulatir 
pplied for anti-corrosion treatment. Then 
wder and hemp fiber wa 
nstruct the brow and the undulating portion. KanshiLsu powder wa0ｷ 
prinkled on the visor to produce an efect of iron rust. The undulating portion wa 
100 
covered with gold foil and aged. The weaving string which had deteriorated was 
partialy exchanged with a new one and the neck plates and the main part of the 
helmet were reassembled. 
Documentatjon 
rmally, only a simple documentation is made of restoration. But in this caツゞ）
detailed photographs of the process of restoration were taken at the request of Th 
Metropolitan Museun1. Al the steps of the restoration work, including the meetin 
between the curator in charge and the conservator held to delcrmine restoration 
policy, were made public. These documents were compiled into a report so that th 
: letails of the restoration work may be transmitted into the futur 
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Reproduction of the brow 
149 眉形の研ぎ
Polishing the brow 
152 威糸の取り 替え
Replacing weaving string 
